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協
議
会  

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
（
２
４
３
）
８
９
８
９

・
県
保
健
福
祉
部
　
長
寿
福
祉
推
進
課

　
長
寿
企
画
・
援
護
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
３
２
６

　
口
座
振
替
に
よ
り
自
動
車
税
を
納

税
す
る
こ
と
で
、
公
共
料
金
と
同
様

に
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税

が
で
き
る
た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

　
手
続
は
、
預
貯
金
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
で
届
出
印
を
持
参
の
上
、行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
は
、
納
税
義
務
者
ご

と
（
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
ご
と
）
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
県
税
事
務
所
　
総
務
課

　
☎
０
２
９
６

（24）
９
１
８
４

　
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
生

活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時
　
１
月
24
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
電
話
番
号

　
　
０
１
２
０
（
０
５
２
）
０
８
８

　
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
は
、
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
全
て
の

農
産
物
を
対
象
に
自
然
災
害
や
価
格

低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
が
生
じ

た
場
合
に
保
障
す
る
保
険
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
だ
さ
い
。
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
西
農
業
共
済
組
合

　
☎
０
２
９
６

（30）
２
９
０
０

　
県
で
は
、
知
識
、
経
験
、
技
能
を

持
つ
概
ね
60
歳
以
上
の
方
が
地
域
で

活
躍
で
き
る
よ
う
、
元
気
シ
ニ
ア
バ

ン
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
し
た

方
は
、「
茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー｣

と

し
て
、
県
内
の
様
々
な
施
設
、
団
体

等
の
依
頼
に
応
じ
て
活
動
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
社
会
福
祉

 

（
当
日
の
み
利
用
可
能
）

※
予
約
不
要
、
相
談
料
無
料
、
秘
密

　
厳
守

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
☎
０
２
９
（
８
８
６
）
５
９
０
８

　
１
１
０
番
通
報
（
緊
急
通
報
）
を

す
る
際
の
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
事
件
か
、
事
故
か

②
い
つ
の
こ
と
か

③
場
所
は
ど
こ
か

④
犯
人
の
情
報
（
人
相
や
逃
走
手
段

　
等
）

⑤
現
場
の
状
況
（
被
害
状
況
）

⑥
あ
な
た
（
通
報
者
）
の
名
前
・
住 

　
所
・
電
話
番
号
等

　
こ
れ
ら
は
、
通
報
を
受
け
た
警

察
官
が
順
番
に
聞
き
ま
す
の
で
、
焦

ら
ず
、
落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ

い
。

　
迷
っ
た
時
や
警
察
官
に
相
談
し
た

い
場
合
は
、｢

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯

９
１
１
０
（
24
時
間
受
付
）｣
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
茨
城
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
警
察
　
境
警
察
署

　
☎

（86）
０
１
１
０

人権は身近なものです
　
人
権
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利
で
、

人
種
や
民
族
、
性
別
を
超
え
て
万
人
に
共
通
し
た
一
人
ひ
と

り
に
備
わ
っ
た
権
利
で
す
。
人
権
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
係
あ
る
こ
と

で
す
。
常
に
関
心
を
も
っ
て
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
く

だ
さ
い
。

◯
同
和
問
題
の
解
決
に
は

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら

れ
た
身
分
的
差
別
に
よ
っ
て
、
国
民
の
一
部
の
人
々
が
長
い

間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
い
状
態
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
同
和
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
今
な
お

結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り
、

そ
の
他
、
日
常
生
活
の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
差
別
を
受
け
る
と

い
う
、
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題

に
つ
い
て
、
一
層
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
直

す
と
と
も
に
、
自
ら
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、
情
報
化

の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が
生

じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
12
月
16
日
に
、
部
落

差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
地
方
公
共
団
体
は
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分

担
を
踏
ま
え
た
連
携
を
図
り
つ
つ
、
部
落
差
別
に
関
す
る
相

談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
の
体
制
の
充
実
に
努
め
る
こ
と

や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

必
要
な
教
育
や
啓
発
に
努
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
啓

発
活
動
や
人
権
教
育
な
ど
、
同
和
問
題
が
解
決
さ
れ
る
よ
う

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

収
入
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

自
動
車
税
の
納
税
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

司
法
書
士
に
よ
る「
全
国一斉
生
活

保
護
相
談
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

1
月
10
日
は

｢

１
１
０
番
の
日｣

で
す

元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

掲

示

板


